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体
温
管
理
と
水
分
補
給
で

　
　
　

  

熱
中
症
を
防
ご
う

　
「
熱
中
症
」
の
発
生
は
、
７
月
か
ら
８
月
に
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
熱

中
症
は
放
っ
て
お
く
と
最
悪
の
場
合
、
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
原
因
を
よ
く
知
り
正
し
い
予
防
策
を
と
れ
ば
、
熱
中
症
は
防
げ
ま
す
。
熱
中

症
に
な
る
原
因
や
傾
向
、
予
防
策
、
応
急
対
処
法
に
つ
い
て
、
児こ

だ
ま
か
み
ま
え

玉
上
前
共
立

病
院
の
上か

み
ま
え
た
く
ま

前
琢
磨
医
師
と
大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合
の
小こ

た
け
い
ち
ろ
う

竹
一
郎
警
防
課
長
兼

指
令
課
長
に
話
し
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
【
問
い
合
わ
せ
】　

市
健
康
増
進
課　

☎
０
９
９
４-

41- 

２
１
１
０

１
．熱
中
症
で
死
ぬ
こ
と
も

　

熱
中
症
は
、
高
温
多
湿
な
環
境

下
と
個
人
の
体
調
に
よ
る
影
響
と

が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
発
生
が
高
ま
り
ま
す
。

　

軽
い
場
合
は
、
め
ま
い
、
大
量

の
発
汗
や
筋
肉
痛
で
す
み
ま
す

が
、
頭
痛
や
吐
き
気
な
ど
症
状
が

重
く
な
る
と
き
も
あ
り
、さ
ら
に
、

重
度
に
な
る
と
意
識
も
な
く
な
っ

て
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
死
に
至
る

こ
と
も
あ
る
恐
い
症
状
で
す
。
特

に
、
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
い
高

齢
者
や
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
周

囲
が
協
力
し
て
注
意
深
く
見
守
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

２
． 熱
中
症
は
日
常
生
活
で

も
注
意
が
必
要

　　

熱
中
症
は
、
炎え
ん
て
ん
か

天
下
で
の
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
激
し
い
運
動
が
原
因

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
は
、

労
働
中
の
発
症
も
多
く
、
日
常
生

活
の
中
で
、
発
症
す
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
体
は
、

暑
さ
に
慣
れ
て
体
温
調
節
機
能
が

高
ま
る
ま
で
に
３
日
か
ら
４
日
か

か
り
ま
す
。

　

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
急

激
に
気
温
が
上
が
っ
た
日
、ま
た
、

睡
眠
中
の
発
汗
で
水
分
不
足
に
な

り
が
ち
な
熱ね
っ
た
い
や

帯
夜
の
翌
日
、
さ
ら

に
、深
酒
を
し
た
翌
朝
や
寝
不
足
・

食
事
抜
き
で
体
力
が
低
下
し
て
い

た
り
、
風
邪
を
ひ
い
て
熱
が
あ
る

時
な
ど
は
、
普
段
の
生
活
で
も
熱

中
症
に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

３
． 高
齢
者
の
熱
中
症
を
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト

① 

こ
ま
め
に
水
を
摂と

る
よ
う
に
努

め
、
運
動
開
始
の
お
よ
そ
２
時

間
前
に
、
コ
ッ
プ
１
〜
２
杯
の

水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
間
も
15 

〜 

20 

分
ご
と
に
、
１
０
０
ml 

程
度

を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
体
重
の

減
少
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま

す
。

② 

寝
る
前
に
も
水
分
を
摂
り
、
枕

元
に
も
水
分
を
確
保
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

児玉上前共立病院
上前琢磨 医師 

　昭和32年３月 鹿児島大学
医学部卒 、昭和35年11月 鹿
児島大学附属病院小児科勤務 
、昭和40年１月 県立鹿屋病
院小児科部長、昭和42年４月 
鹿屋市朝日町に児玉上前共立
病院開業（平成12年７月寿５
丁目移転）、平成11年11月 
母子保健功労による厚生大臣
表彰並びに同鹿児島県知事表
彰、平成15年４月 小児保健
功労による日本小児科学会表
彰

ね
っ  

ち
ゅ
う 

し
ょ
う
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③ 
入
浴
は
ぬ
る
め
で
短
時
間
で
す

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

④ 

高
齢
者
は
、
温
度
に
対
す
る
皮

膚
の
感
受
性
が
低
下
し
、
暑
さ

を
自
覚
で
き
に
く
く
な
る
の

で
、
部
屋
に
「
温
度
計
」
を
置

き
、
高
齢
者
本
人
あ
る
い
は
家

族
が
、
室
温
が
28
度
を
超
え
な

い
よ
う
に
、
室
温
の
上
昇
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

４
． 子
ど
も
の
熱
中
症
を
防

ぐ
ポ
イ
ン
ト

① 

子
ど
も
の
顔
が
赤
く
、
大
量
の

発
汗
が
あ
る
場
合
に
は
、
深し
ん
ぶ部

体
温
が
か
な
り
上
昇
し
て
い
る

と
推
察
で
き
る
の
で
、
涼
し
い

環
境
下
で
十
分
な
休
息
を
与
え

ま
し
ょ
う
。

② 

子
ど
も
は
衣
服
の
選
択
・
着
ち
ゃ
く
だ
つ脱

に
関
す
る
十
分
な
知
識
を
身
に

つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
保
護
者
や
指
導
者
は
放ほ
う
ね
つ熱

を
促
進
す
る
適
切
な
服
装
を
選

択
し
、
環
境
条
件
に
応
じ
て
衣

服
の
着
脱
を
適
切
に
指
導
し
ま

し
ょ
う
。

③ 

水
を
こ
ま
め
に
飲
ま
せ
、
日

ご
ろ
か
ら
適
度
に
外
遊
び

を
奨し

ょ
う
れ
い励
し
、
暑
さ
へ
の
慣
れ

（
暑し
ょ
ね
つ
じ
ゅ
ん
か

熱
順
化
）
を
促
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

５
．幼
児
の
環
境
に
注
意

　

気
温
が
高
い
日
に
散
歩
な
ど
を

す
る
場
合
、
身
長
の
低
い
幼
児
は

大
人
よ
り
も
危
険
な
状
態
に
な
り

ま
す
。
そ
の
理
由
は
晴
天
時
に
は

地
面
に
近
い
ほ
ど
気
温
が
高
く
な

る
か
ら
で
す
。
大
人
が
暑
い
と
感

じ
て
い
る
時
は
、
幼
児
は
さ
ら
に

高
温
の
環
境
に
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
急
激
に
温
度
が
上
昇
す

る
炎
天
下
の
車
内
に
は
、
わ
ず
か

な
時
間
で
も
絶
対
に
子
ど
も
だ
け

を
と
り
残
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

帽
子
を
か
ぶ
っ
て
、
水
分
を
忘

れ
ず
補
給
し
て
日
陰
に
入
る
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
熱
中
症
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
予
防

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

大隅肝属地区消防組合
小竹一郎 警防課長兼指令課長

＜重症度Ⅰ＞
めまい、筋肉痛、大量の発汗がある場合は、
　風通しのよい涼しい場所に運び、衣服をゆるめて寝かせま
しょう。また、冷たいタオル、うちわなどで体を冷やし、水分・
塩分を補給しましょう。

＜重症度Ⅱ＞
頭痛、吐き気、おう吐、倦

けん

怠
たい

感、虚
きょ

脱
だつ

感がある場合は、
　足を高くして休み、水分・塩分を摂りましょう。自分で、
水分・塩分を摂れなければすぐに病院へ行きましょう。

＜重症度Ⅲ＞
意識障害、けいれん、高体温の場合は、
　死亡する危険度が高いので、太い血管のある脇の下、首、
足の付け根を水や氷で冷やしましょう。そして、すぐに救急
隊を要請しましょう。

　熱中症のため県内で６/26 までの４週間に病院に搬
はん

送
そう

された
人は 75人で、前年比３倍増です。最高気温が鹿屋市などで 34
度を超えた６/24 には、１日で 22 人が熱中症で救急搬送され
ました。また、大隅肝属地区消防組合管内で熱中症による救急
搬送件数は、平成21 年が54 人、22 年が71 人と救急搬送が1.3 
倍に増加しており、今年はさらに増加するおそれがあります。

体温管理と水分補給で熱中症を防ごう特集

次のような症状の場合の
応急対処法をお教えします

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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基
本
方
針

　

学
校
再
編
は
、
児
童
生
徒
の
教

育
機
会
の
均
衡
を
図
る
観
点
か

ら
、公
平
性
を
確
保
す
る
と
共
に
、

「
21
世
紀
を
生
き
ぬ
く
子
ど
も
た

ち
に
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
」
こ

と
を
第
一
に
、
将
来
に
向
け
た
さ

ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
や
活
性

化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

計
画
の
期
間

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
28
年
度

ま
で
の
６
年
間

学
校
再
編
の
内
容

　

学
校
再
編
の
枠
組
や
目
標
年
度

等
は
、
学
校
の
状
況
や
今
後
の
児

童
生
徒
数
の
推
移
を
は
じ
め
、
住

民
説
明
会
で
の
意
見
、
地
域
の
状

況
等
を
考
慮
し
た
も
の
で
、学
校
・

保
護
者
・
地
域
と
協
働
し
て
、
小

学
校
・
中
学
校
及
び
小
中
一
貫
校

の
再
編
を
推
進
し
ま
す
。

〜「
鹿
屋
市
学
校
再
編

実
施
計
画
書
」を
策
定
〜

施
計
画
書
（
案
）」
を
平
成
22
年

10
月
に
策
定
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
意
見
や
鹿
屋
市
学
校
規
模
適
正

化
検
討
委
員
会
の
提
言
等
を
踏
ま

え
、
今
年
６
月
に
「
鹿
屋
市
学
校

再
編
実
施
計
画
書
」
と
し
て
ま
と

め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
鹿
屋
市
内
の
小
中
学
校

で
は
、
少
子
化
に
よ
る
小
規
模
校

化
や
こ
れ
に
伴
う
複
式
学
級
の
編

制
、
施
設
の
老
朽
化
や
耐
震
化
へ

の
対
応
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
し
、
児
童
生

徒
の
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、
学

校
再
編
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
検

討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
平
成
20
年

９
月
に
、「
鹿
屋
市
学
校
規
模
適

正
化
（
学
校
再
編
）
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
校
区
や
地
域
ご
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
域
の
意
見
等
を
受
け
て

具
体
的
な
統
廃
合
の
パ
タ
ー
ン
や

目
標
年
度
等
を
盛
り
込
ん
だ
「
実

▲菅原小学校と古江小学校の児童による交流学習の様子

▲５月６日、菅原小学校
で、古江小全校児童 30 人
と、菅原小全校児童 15 人
が、児童間の親睦を図り、
多人数での学習を経験す
るために、交流学習を行
いました。参加した児童
たちは、始めは戸惑いな
がらも最後にはとても仲
良くなっていました。

「
学
校
再
編
実
施
計
画
書
」

の
概
要

子
ど
も
た
ち
の

子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

充
実
と
活
性
化
を
目
指
し
て

充
実
と
活
性
化
を
目
指
し
て

子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

充
実
と
活
性
化
を
目
指
し
て
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地区 学校名 目標年度 学校再編の方針

花　岡

鶴羽小
古江小
菅原小
花岡中

Ｈ25 鶴羽小学校、古江小学校、菅原小学校、花岡中学校は小中一貫校として、平
成 25 年度の統合を推進します。

吾　平

吾平小
神野小 Ｈ25 吾平小学校と神野小学校は、平成 25 年度の統合を推進します。

鶴峰小 Ｈ26～28 鶴峰小学校は、吾平小学校との統合について平成 24 年度までに目標年度につ
いて継続して検討し、統合を推進します。

大姶良
高　須

大姶良小
南小 Ｈ26～28 南小学校は、大姶良小学校との統合について平成 24 年度までに目標年度につ

いて継続して検討し、統合を推進します。

高須小 Ｈ26～28 高須小学校は、野里小学校との統合やその他の枠組み等も含めて、平成 24 年
度まで継続して検討し、統合を推進します。

浜田小 Ｈ26～28 浜田小学校は、大姶良小学校との統合やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

高須中 Ｈ26～28
高須中学校は、高須小学校区は第一鹿屋中学校との統合、浜田小学校区は大
姶良中学校との統合など、小学校の統合状況を踏まえ、その他の枠組み等も
含めて、平成 24 年度まで継続して検討し、統合を推進します。

高　隈

高隈小 Ｈ26～28 高隈小学校は、小中一貫校による再編やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

大黒小 Ｈ26～28 大黒小学校は、小中一貫校による再編やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

高隈中 Ｈ26～28 高隈中学校は、小中一貫校による再編やその他の枠組み等も含めて、平成 24
年度まで継続して検討し、統合を推進します。

串　良
串良中
細山田中
上小原中

Ｈ26～28 串良地区の中学校は、平成 24 年度までに串良中学校、上小原中学校、細山田
中学校の３校の統合について継続して検討し、統合を推進します。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
再

編
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
次
の

こ
と
に
留
意
し
て
、推
進
し
ま
す
。

○ 

学
校
再
編
ま
で
の
間
、
再
編
対

象
と
な
る
学
校
間
で
の
交
流
学

習
の
実
施
や
学
校
運
営
に
つ
い

て
各
学
校
と
十
分
に
協
議
し
ま

す
。

○ 

学
校
再
編
時
の
児
童
生
徒
の
学

習
面
と
精
神
面
に
配
慮
し
、
教

員
の
配
置
、
ク
ラ
ス
編
制
等
に

つ
い
て
、
事
前
に
学
校
と
十
分

に
協
議
し
ま
す
。

○ 

再
編
の
対
象
と
な
る
学
校
間
で

連
携
し
て
教
育
課
程
の
編
成
、

教
育
方
法
、
学
校
運
営
等
に
係

る
整
合
性
が
図
れ
る
よ
う
に
配

慮
し
ま
す
。

○ 

通
学
距
離
が
小
学
生
４
㎞
以

上
、
中
学
生
６
㎞
以
上
と
な
る

場
合
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
ま
た
、
通
学
の
時
間

や
地
勢
等
も
総
合
的
に
検
証

し
、
弾
力
的
に
対
応
し
ま
す
。

○ 

統
合
推
進
委
員
会
や
専
門
部
会

等
で
十
分
協
議
し
た
う
え
で
、

進
め
ま
す
。

実
施
計
画
書
に
沿
っ
て
、
目

標
年
度
を
平
成
25
年
度
と
し
た
地

区
で
は
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域

関
係
者
等
で
構
成
す
る
地
区
懇
話

会
を
設
置
し
て
、
基
本
事
項
に
つ

い
て
確
認
の
う
え
、
発
展
的
に
統

合
推
進
委
員
会
と
専
門
部
会
等
に

移
行
し
、
学
校
名
や
教
育
課
程
、

通
学
方
法
等
の
具
体
的
な
内
容
を

協
議
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
継
続
し
て
検
討
す
る
期

間
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
地
区
で

は
、
ま
ず
、
地
区
代
表
者
会
を
設

置
し
、
平
成
24
年
度
ま
で
継
続
し

て
地
域
の
意
見
集
約
を
図
り
な
が

ら
目
標
年
度
や
枠
組
み
等
も
含
め

て
協
議
検
討
を
行
い
、
学
校
再
編

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
学
校
再
編
実
施
計
画
書

の
内
容
や
今
後
の
取
組
等
に
つ
い

て
は
、引
き
続
き
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
教
育
総
務
課

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
３
６

学校再編の主な内容

学
校
再
編
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
の
留
意
事
項

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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　大隅広域公園には、冷蔵庫・バス・トイレなどの設備が
充実したバリアフリーのバンガローやオートキャンプ場が
あり、家族やグループなどで豊かな自然を楽しめます。
●施設概要　バンガロー　６棟（５～６人用）
　　　　　　※全棟バリアフリーで、エアコン付（有料）
　　　　　　オートキャンプ場　普通車用　20区画
　　　　　　　　　　　　　　　大型車用　 ３区画
　　　　　　フリーテントサイト　　　　　12区画
※ 炊事場、シャワー室、トイレ、無料洗濯機などを完備
し、キャンプ場利用者全員が利用できるサテライトハ
ウスもあります。
●利用期間　通年（12月29日～31日は休み）
●利用料金　バンガロー　　　　　１棟につき　　9,270円
　　　　　　オートキャンプ場　　１区画につき　3,860円
　　　　　　フリーテントサイト　１区画につき　1,110円
※６月及び９月から３月までは３割引となります。
※ バーベキューコンロ（10台）を無料で貸し出します。
その他のキャンプ用品の貸し出しは行いません。

【問い合わせ】
　大隅広域公園オートキャンプ場事務所　☎0994-34-4567

バス

冷蔵庫

■バンガロー（５～６人用）

キッチン

テーブル

テ
ー
ブ
ル

トイレ階段
入
口

テラス

↑

↑

階段

1F

2F

❶大隅広域公園吾平

　今年の夏は、海や山へ行って、夏をおもいっきり楽しんでみませんか。
　キャンプ場やバンガロー、海水浴場やプールなど、市内には子どもから
大人までみんなで楽しめる施設がいっぱいあります。
　鹿屋の夏を、存分にお楽しみください。

鹿屋の　　 を
　楽しもう！！

海で
！
山で
！ 夏夏
夏休
みレジャー特集夏休
みレジャー特集
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　錦江湾を見下ろす、なだらかな丘陵に広がる霧島ヶ
丘公園には、子どもたちが楽しく遊べる遊具や、バン
ガロー及びキャビンの宿泊施設があります。
●施設概要　バンガロー　２棟（20人・25人用）
　　　　　　※各棟とも10人から利用可能
　　　　　　キャビン　　５棟（７人用）
●利用期間
◆夜間使用（宿泊）
　 ４月１日～７月20日と９月１日～30日までは日曜
日及び祝日の前日・７月21日～８月31日までは月
曜日を除く毎日
◆昼間使用
　４月１日～９月30日までの月曜日を除く毎日
●利用料金　バンガロー　宿泊１人につき　 630円
　　　　　　　　　　　　休憩１人につき　 210円
　　　　　　キャビン　　宿泊１棟につき  5,250円
【問い合わせ】
　かのやばら園管理事務所　☎0994-40-2170

　標高550ｍの高台に位置する輝北うわば公園から
は、美しい星空や桜島を眼下に望むことができる大自
然のパノラマが楽しめるほか、様々なバンガローがあ
ります。

●施設概要　バンガローＡタイプ　　２棟（６人用）
　　　　　　バンガローＢタイプ　　４棟（８人用）
　　　　　　バンガローＣタイプ　　７棟（４人用）
　　　　　　フィールドセンター①　１室（８人用）
　　　　　　フィールドセンター②　４室（４人用）
●利用期間　通年
●利用料金（宿泊）※休憩での利用もできます。
　バンガローＡタイプ　    6,300円＋１人につき630円
　バンガローＢタイプ　    4,200円＋１人につき420円
　バンガローＣタイプ　    2,100円＋１人につき210円
　フィールドセンター①    8,000円＋１人につき600円
　フィールドセンター②    4,000円＋１人につき600円
【問い合わせ】
　指定管理者　輝北うわば公園まちづくり公社　
　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎099-485-1900

　約40人が一度に宿泊できる大型バンガローです。
　トイレ・シャワー・キッチンのほか、屋外には、
バーベキューコンロなども設置されています。
●施設概要　バンガロー　１棟（40人用）
●利用期間　４月１日～12月25日
●利用料金　宿泊１人につき630円
　　　　　　休憩１人につき210円
【問い合わせ】
　指定管理者　大隅湖観光管理組合　☎0994-45-3032

　下小原池を望む２階建てのログハウスは冷暖房・冷
蔵庫・バス・トイレ・２段ベッド２基などが完備され
ており、設備が充実しています。吹き抜けの１階部分
ではバーベキューができます。
●施設概要　ログハウス　５棟（８人用）
●利用期間　４月１日～10月31日
●利用料金　１棟につき10,000円
　　　　　　※炊事セットは無料で貸し出します。
【問い合わせ】
　指定管理者　鹿屋市シルバー人材センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　   ☎0994-63-8198

↑

1F

2F

玄関
ポーチ

冷蔵庫

テラス

キ
ッ
チ
ン

押
入

↑

はしご

広間

入口 吹　抜

はしご

■キャビン（７人用）

2段ベッド 2段ベッド

バス

ト
イ
レ

入
口

エアコン

テーブル

冷蔵庫

■ログハウス（８人用）

■バンガロー（８人用）

はしご

キッチン

バルコニー

収
納
庫

バーベキュー用
テーブル＆イス

↑

キ
ッ
チ
ン

バス

トイレ

玄関

入口

階段

テラス

↑
階段

押入 押入

吹　抜

1F

2F

■バンガロー（40人用）

■各施設の間取り図は一例です。異なるタイプがある場合もあります。

特集 夏休みレジャー特集

❷霧島ヶ丘公園鹿屋❸輝北うわば公園輝北

❹高隈グリーンカントリー鹿屋❺下小原池公園串良

キャビン

バンガローバンガロー

キャビン

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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　串良平和公園内に地中海をイメージして造られた
「アクアゾーンくしら」は、県内最大規模を誇るレ
ジャープールです。一周200ｍの流水プールをはじ
め、76ｍと48ｍの２つのウォータースライダーや幼
児プールなどがあり、大人から子どもまで楽しめま
す。

●利用期間　７月16日～８月31日
●利用時間　10時～18時※入場は17時まで
●利用料金　３歳以上の幼児　   200円
　　　　　　小・中・高校生　   300円
　　　　　　一般　　　　　　   500円
　　　　　　※コインロッカー   100円　
【問い合わせ】
　アクアゾーンくしら（期間中のみ）
　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎0994-63-8287
　指定管理者　前原造園土木　　　  ☎0994-43-5507

　大塚山の麓にある「串
良Ｂ＆Ｇ海洋センター」
には、屋根付きの25ｍ
プールと幼児プールがあ
ります。

●利用期間　７月21日～８月31日※月曜・祝日を除く
●利用時間　９時～20時
●利用料金　市内　３歳～中学生　  50円
　　　　　　　　　高校生・一般　100円
　　　　　　市外　３歳～中学生　100円
　　　　　　　　　高校生・一般　200円　
【問い合わせ】
　串良Ｂ＆Ｇ海洋センター　☎0994-63-7238

　遠浅の白浜が続き、安心して泳げる海水浴場として
人気があります。キャンプ場にはテントサイトがあ
り、テントを簡単に設置できます。
●利用期間　７月７日～８月31日
●利用時間　９時～18時
キャンプ場
●利用料金　テント持込料　300円～
【問い合わせ】
　浜田キャンプ村（期間中のみ）　☎0994-47-3771
　市観光振興課　　　　　　　　     ☎0994-31-1121

　目の前に開聞岳を望む海は遠浅で、小さい子どもで
も安心です。毎年７月には「マリンフェスタ」が開催
され、ビーチサッカーなどを楽しむことができます。
●利用期間　７月７日～８月31日
●利用時間　９時～18時
【問い合わせ】
　高須海水浴場（期間中のみ）　☎0994-47-2818
　市観光振興課　　　　　　　    ☎0994-31-1121

　鹿屋中央公園内にある「市営
プール」には、50ｍプール・25ｍ
プール・幼児プールがあります。

●利用期間　７月１日～８月31日
●利用時間　10時～12時・
　　　　　　　　13時～17時
※ ７月１日～19日までは、利用時間が
11時～12時・13時～18時（平日のみ）
●利用料金　無料（専用利用の場合は有料）　
【問い合わせ】
　指定管理者　ＮＰＯ法人かのや健康・スポーツクラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　   　☎0994-43-7221

　　＝シャワー　　　　＝更衣室　　　　＝トイレ　　　　＝駐車場シ 更 ト 駐

❻アクアゾーンくしら串良 シ更
ト駐❼串良B＆G海洋センター串良

❽市営プール鹿屋

❾高須海水浴場鹿屋鹿屋 浜田海水浴場
浜田キャンプ村

シ更
ト駐

シ更
ト駐

シ更
ト駐

シ更
ト駐

特集 夏休みレジャー特集

10
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市
で
は
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
や
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
様
々
な
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
各
種
制
度
を
、
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

す
。
受
講
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
支
給
額
や
申
請
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
所

得
と
現
況
を
確
認
す
る
た
め
、

毎
年
８
月
中
に
現
況
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
受
給
中
の
人
に

は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
子
育
て
支
援
課

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

内
線
３
１
４
２
・
３
１
４
３

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
父
又
は
母
及

び
児
童
並
び
に
父
母
の
い
な
い
児

童
に
か
か
る
医
療
費
の
う
ち
、
保

険
診
療
に
お
け
る
一
部
負
担
金
の

全
額
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

助
成
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童

が
18
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
父
又
は
母
の

場
合
は
末
子
が
該
当
す
る
期
間
ま

で
）
で
す
。

　

母
子
家
庭
の
母
親
が
、
就
職
に

役
立
つ
技
能
や
資
格
取
得
の
た
め

に
講
座
を
受
講
し
た
り
、
専
門
学

校
等
で
修
業
し
て
い
る
場
合
に
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

●
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

①
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

②
入
学
支
援
修
了
一
時
金

※
受
給
資
格
や
対
象
と
な
る
講

座
・
資
格
に
は
制
限
が
あ
り
ま

そ
れ
ま
で
と
同
額
の
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前

に
文
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
し
、
対
象
と
な
る

人
は
必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

法
に
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る

障
害
を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
父
又
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
ほ

か
、
対
象
児
童
が
障
害
を
支
給
理

由
に
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
て

い
る
場
合
や
心
身
障
害
児
施
設
な

ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
額
（
月
額
）

　

１
級
（
対
象
児
一
人
の
場
合
）

＝
５
０
，
５
５
０
円

　

２
級
（
対
象
児
一
人
の
場
合
）

＝
３
３
，
６
７
０
円

●
支
給
額
（
月
額
）

　

全
部
支
給
（
対
象
児
一
人
の
場

合
）
＝
４
１
，
５
５
０
円

　

一
部
支
給
（
対
象
児
一
人
の

場
合
）
＝
９
，
８
１
０
円
〜

４
１
，
５
４
０
円

※
児
童
が
２
人
の
場
合
は
、
上
記

の
金
額
に
、
５
，
０
０
０
円
の

加
算
、
３
人
以
降
は
さ
ら
に

３
，
０
０
０
円
ず
つ
加
算
さ
れ

ま
す
。

○
手
当
を
受
給
し
て
か
ら
５
年
を

経
過
す
る
な
ど
の
要
件
に
該
当

す
る
人
は
、
手
当
の
一
部
が
支

給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
現
在
働
い
て
い

る
人
や
求
職
中
の
人
な
ど
は
、

必
要
な
書
類
を
提
出
す
れ
ば
、

　

父
又
は
母
が
い
な
い
、
父
又
は

母
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
児
童

の
父
又
は
母
、
親
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
該
当
す
る
児
童
が

18
歳
に
な
っ
た
日
以
降
の
最
初
の

３
月
31
日
（
障
害
の
あ
る
児
童
に

つ
い
て
は
20
歳
未
満
）ま
で
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
る
ほ

か
、
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
て

い
る
場
合
や
、
対
象
児
童
が
乳
児

院
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
場
合
、
父
又
は
母
に
事

実
上
婚
姻
同
様
の
状
態
に
あ
る
異

性
が
い
る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

 

ひ
と
り
親
家
庭

 　
　

医
療
費
助
成
金

現
況
届
に
つ
い
て

母
子
家
庭
へ
の
自
立
支
援

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



特
定
健
康
診
査

特
定
健
康
診
査

　

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
は
、
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど

の
医
療
保
険
者
が
行
う
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
40
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
被
保
険
者
・
被
扶
養

者
（
扶
養
さ
れ
て
い
る
家
族
）
が

対
象
と
な
り
ま
す
。　

　

市
で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対

象
に
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
生
活
習

慣
病
と
い
わ
れ
る
病
気
は
、
症
状

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
進
行
し
て
い
き
ま

す
。
早
め
に
予
防
す
れ
ば
防
げ
る

病
気
で
す
。
年
１
回
は
特
定
健
康

診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
健
康
保
険
課

☎
０
９
９
４ｰ
31ｰ
１
１
６
２

市
健
康
増
進
課

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

　昨年 11月に、保健相談センターから進められて、特
定保健指導を受けました。
　担当していただいた保健師さんと目標を設定し、栄養
士さん、健康運動指導士さんなどの指導を受け、毎日
の生活習慣が改善できました。特に歩くことが私にあっ
ていたのか、今でもほとんど毎日歩いています。今では、
血圧も安定し、夜もぐっすり眠れるようになり、体調が
良くなりました。
　そして、なにより良かったのは、「健康を意識して」
いろんなことに気をつけるようになったことです。
　今では、家族や職場でも指導していただいたことを
推進しています。
　今後も健康的に生活し、仕事をがんばっていきたい
と思います。

「受けて良かった
　　　特定健康診査」

入佐　初子さん
（輝北町上百引）

　

対
象
者
全
員
に
送
付
し
ま
す
。

●
対
象
者
＝
40
歳
以
上
74
歳
以
下

の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

①
受
診
券
が
届
き
ま
す

　

市
が
指
定
す
る
病
院
で
受
診
す

る
病
院
健
診
と
各
地
区
公
民
館
等

で
実
施
す
る
集
団
健
診
の
い
ず
れ

か
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
無
料

で
受
診
で
き
ま
す
。

◆
特
定
健
康
診
査
の
内
容

　

身
体
計
測
、
腹
囲
測
定
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査
（
貧

血
、
肝
機
能
、
脂
質
、
糖
代
謝
）、

心
電
図

※
集
団
健
診
の
日
程
及
び
指
定
医

療
機
関
に
つ
い
て
は
、
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

② 

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し

ま
す

　

特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
１

〜
２
か
月
後
に
結
果
に
つ
い
て
の

報
告
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
か
ど

う
か
を
判
定
し
ま
す
。

③
結
果
報
告
会

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
、
健
康

運
動
指
導
士
が
生
活
習
慣
改
善
の

た
め
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
に
限
ら

ず
、「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
な
ど
、

段
階
に
応
じ
て
様
々
な
サ
ポ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

④
特
定
保
健
指
導

特
定
健
康
診
査

特
定
健
康
診
査
〜
年
１
回
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
〜

メ
タ
ボ
シ
リ
ー
ズ
①

10

特
定
健
康
診
査

interview

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導
の
流
れ



●日　　程
期　日 時　間 場　所

９月５日（月） 10時～13時 保健相談センター

11月14日（月） 10時～13時 保健相談センター

11月29日（火） 18時～21時 保健相談センター

２月１日（水） 10時～13時 保健相談センター

情報提供にご協力ください 【生活習慣病で治療中の人は】
　①市役所から書類を送付
　② 情報提供票の本人同意欄と問診票を記入してかか
りつけの病院へ提出

　③病院から市健康保険課へ

【職場等で健康診断を受けた人は】
　① 健診結果を市健康保険課へ提出してください。

　昨年の特定健康診査の結果を分析すると、糖尿病
及び予備軍の人が全体の６割を占めています。市で
は、糖尿病を予防するため、糖尿病予防教室を開催
します。
●対 象 者＝ 今年度、市が実施した特定健康診査を

受診した人
●定　　員＝各回 20人
●応募方法＝ 市健康保険課に電話又は直接ご応募く

ださい。

参加者にアンケートを行いました。
Ａさん： 試食をしてみて、「おかずの取りすぎ」だと

気づきました。日頃の食事を見直す良い機
会になりました。

Ｂさん： これまで、10時と３時におやつを食べてい
ましたが、血糖値を上げる原因になってい
ることがわかりました。

Ｃさん： この地域では血糖値の高めの人がまだたく
さんいると聞いて驚きました。

Ｄさん： 今日教えてもらった運動を自宅でやってみよ
うと思います。　

▲糖尿病を予防するための運動▲血糖値を上げないための食事療法と試食

５月19日（木）に実施した「糖尿病予防教室」について紹介します。 

▲血糖値の日内変動とインシュリンの働きについての講話

11

糖尿病予防教室に参加しませんか？

【問い合わせ・提出先】市健康保健課　☎ 0994-31-1162

　生活習慣病で治療中の人の医師の診断結果や
職場で健康診断を受けた結果についての「情報」
を提供していただければ、市が実施する特定健
康診査を受診したことになります。
　また、今後の健康増進事業を推進するうえで
の参考になりますので、「情報提供」にご協力く
ださいますようお願いします。

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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７
月
は
65
歳
以
上
の
人
の
本
年
度
の
介
護
保
険
料
が
決
定

す
る
月
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
等
の
見
込
み
で
保

険
料
を
決
定

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
か
か
る
費
用
（
給
付
費
）
に
対

す
る
保
険
料
必
要
額
や
被
保
険
者

数
な
ど
の
推
計
を
も
と
に
、
３
年

ご
と
に
策
定
す
る
介
護
保
険
事
業

計
画
の
中
で
決
定
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
始

ま
っ
た
平
成
12
年
以
降
、
給
付
費

が
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

要
介
護
認
定
者
数
や
給
付
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
介

護
保
険
事
業
の
運
営
は
大
変
厳
し

い
状
況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
（
平
成
24
年
度
〜
平
成

26
年
度
）
に
お
け
る
保
険
料
の
上

昇
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
お

送
り
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
人
の
年
間
の
介
護

保
険
料
額
は
、
本
人
や
世
帯
の
前

年
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
６
段
階

で
決
定
し
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
に
は
、
７
月
中

に
平
成
23
年
度
介
護
保
険
料
額
の

決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
料
は
納
期
内
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４
‐
43
‐
２
１
１
１

　

内
線
３
１
８
５

給
付
費
の
伸
び
に
伴
う

保
険
料
必
要
額
の
上
昇

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
財
源
割
合

第５期（平成 24～ 26 年度）
介護保険サービス給付費
（３か年合計イメージ）

第４期（平成 21～ 23 年度）
介護保険サービス給付費（推計）
約 246 億円（３か年合計）

介護保険サービス給付費と
保険料必要額イメージ 介

護
保
険
料
の
し
く
み

シ
リ
ー
ズ　

介 

護 

保 

険 

②

65歳以上の人
の保険料
（20％）

40～ 64歳の人
の保険料
（30％）

国（25％）

県（12.5％）

市（12.5％）

保　

険　

料

公
費
（
税
金
）

65歳以上の人
の保険料

公
費
（
税
金
）

保　

険　

料

40～ 64歳の人
の保険料

国

県

市
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年金からの引き去り（特別徴収）年金からの引き去り（特別徴収）

　→年金が年額　→年金が年額18 万円以上18万円以上の人　の人　

※ 年金の定期払い時（偶数月）に引き去りになる「特

別徴収」の対象者でも、年度の途中で 65歳になっ

たり他の市町村から転入した場合などに一時的に納

付書や口座振替で納めていただく場合があります。

保険料を滞納すると、保険給付の制限の措置がとられます。保険料を滞納すると、保険給付の制限の措置がとられます。

介護保険料の納め忘れにご注意ください介護保険料の納め忘れにご注意ください

保険料段階 計算方法 年間保険料額
（月額相当額）

第１段階 基準額× 0.5
27,600 円

（2,300 円）

第２段階 基準額× 0.5
27,600 円

（2,300 円）

第３段階 基準額× 0.75
41,400 円

（3,450 円）

第４段階 基準額
55,200 円

（4,600 円）

第５段階 基準額× 1.25
69,000 円

（5,750 円）

第６段階 基準額× 1.5
82,800 円

（6,900 円）

生活保護を
受給してい
る

ス
タ
ー
ト

住民税の課税
対象になって
いる

同じ世帯に
住民税の課税対象に
なっている人がいる

前年の合計所得金額が
200万円以上ある

老齢福祉年金を
受給している

前年の合計所得金額
　　　　＋
公的年金等収入が
80万円以下である

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

い
い
え

はい

いいえ

いいえ

いいえ

い
い
え

介護保険料の段階を確認してみましょう（65歳以上）

納付書または口座振替（普通徴収）納付書または口座振替（普通徴収）

　→年金が年額　→年金が年額18 万円未満18万円未満の人の人

※ 市役所から送られてくる納付書や口座振替で納め※ 市役所から送られてくる納付書や口座振替で納め

てください。てください。

方法２方法１

口座振替が便利です！
　口座振替にすると納付に出かける手間が省け、
納め忘れもありません。市役所や振替希望の金融
機関窓口で手続きできます。

　保険料額は加入している医療保険（国民健康保険、職場の健康保険）ごとの算出方法によっ
て決められており、医療保険の保険料と合わせて納めています。

65 歳以上の人の介護保険料納入方法

40歳～ 64 歳の人の介護保険料

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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　市では、これまでごみの減量化と資源化を進め、平成 20年度までに、過去 10年間で資源物を除いたごみ量比
較で 21,587ｔ（45.3％）が減少するなど、ごみ量は順調に減少してきました。　　　
　しかし、平成20年度を境に、平成21年度で対前年比1,213ｔ（4.7％）の増、平成22年度で対前年比896ｔ（3.3％）
の増となるなど、近年は増加に転じている状況です。
　そこで、次の日程で「ごみ減量等住民説明会」や「ごみステーションでの立哨」を行いますので、ご参加ください。

　　　　　　　　　　【問い合わせ】　市生活環境課　☎ 0994-31-1115

開催日 会　　　場 対象町内会

7/22(金)

向江昭栄自治公民館 ※1 向江・昭栄
星塚敬愛園 ※1 星塚
古前城町公民館 古前城
リナシティかのや福祉
プラザ内和室１・２ (２階)

本町・朝日町・
北田

上祓川集落センター 上祓川
共栄町公民館 共栄
上野町公民館 上野
曽田町公民館 曽田

7/25(月)

リナシティかのや福祉
プラザ内和室１・２ (２階)

大手・東大手・
西大手

白崎町公民館 白崎
王子町公民館 王子
打馬公民館 打馬
緑山公民館 緑山

7/27(水)

寿２丁目公民館 寿２丁目
寿３丁目公民館 寿３丁目
寿４丁目公民館 寿４丁目
寿５丁目公民館 寿５・６丁目
寿７丁目公民館 寿７丁目
寿８丁目公民館 寿８丁目

7/28(木) 西原地区学習センター
集会場

西原２丁目
全域

7/29(金)

泉ヶ丘集会所 泉ヶ丘
札元１丁目公民館 札元１丁目
新栄町自治公民館 新栄
旭原公民館 旭原
上谷町公民館 上谷
新生町公民館 新生

8/  1(月)

大浦町公民館 大浦
西原１丁目公民館 西原１丁目
西原３丁目公民館 西原３丁目
西原４丁目公民館
(さくら会館） 西原４丁目

郷之原町自治公民館 郷之原

8/  3(水)

今坂町公民館 今坂
札元２丁目公民館 札元２丁目
野里町集落センター 野里
笠之原町公民館 笠之原
東原研修館 東原
新川公民館 新川

開催日 会　　　場 対象町内会

8/  5(金)

祓川町集落センター 祓川
下祓川地区集落センター 下祓川
弥生団地集会室 弥生
西祓川町集落センター 西祓川
田崎公民館 田崎
川西町公民館 川西

8/  8(月)

上田崎コミュニティ
センター 上田崎

永野田公民館 永野田
名貫町集落センター 名貫
飯隈公民館 飯隈
萩塚町集落センター 萩塚

8/10(水)

池園町公民館 池園
南町集落センター 南
大姶良東集落センター 大姶良東
大姶良西ふれあい公民館 大姶良西
獅子目中央公民館 獅子目
田渕町公民館 田渕

8/16(火)

横山町集落センター 横山
下堀町公民館 下堀
高須町民会館 高須
浜田ふれあい館 浜田
花岡公民館 花岡
鶴羽公民館 鶴羽

8/18(木)

根木原町公民館 根木原
花里町公民館 花里
有武町公民館 有武
小薄町公民館 小薄
高牧町公民館 高牧
海道町公民館 海道

8/22(月)

古里公民館 古里
白水町公民館 白水
一里山公民館 一里山
小野原町公民館 小野原
天神町構造改善センター 天神
船間町公民館 船間

8/24(水)

古江コミュニティ
消防センター 古江全域

高隈地区交流促進センター
（鷲峰館） 高隈全域

どの会場でも参加できます。都合のよい日に参加してください。

鹿屋地域　ごみ減量等住民説明会日程表
●時間＝ 19:00 ～ 20:00　※ 1  向江昭栄自治公民館・星塚敬愛園＝ 10:00 ～ 11:00

ごみ減量等住民説明会を開催しますごみ減量等住民説明会を開催します
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　市では、平成23年度において農業振興地域整備計
画の変更を実施しているところです。
　そこで、市民の皆さんに農振制度の内容や今回の変
更の背景・方針等をご理解頂きたいことから、「農業振
興地域整備計画の変更説明会」を次のとおり開催しま
す。
【問い合わせ】　市農政水産課　☎ 0994-31-1117

開催日 会　　　場 対象校区

8/  1（月） 高隈地区交流促進
センター（鷲峰館） 高隈中学校区

8/  2（火） 百引校区公民館 旧百引中学校区
8/  4（木） 市成校区公民館 旧市成中学校区
8/  5（金） 串良公民館 串良中学校区

8/  8（月） 串良農村環境改善
センター 上小原中学校区

8/  9（火） 中央公民館 鹿屋中学校区

8/10（水） 串良公民館
細山田分館 細山田中学校区

8/11（木） 吾平振興会館 吾平中学校区
8/17（水） 農業研修センター 鹿屋東中学校区

8/18（木） 高須地区学習
センター 高須中学校区

8/19（金） 花岡地区公民館 花岡中学校区

8/23（火） 大姶良地区学習
センター 大姶良中学校区

8/24（水） 田崎地区学習
センター 田崎中学校区

8/25（木） 西原地区学習
センター

第一鹿屋
中学校区

ごみ減量等住民説明会を開催します

吾平地域  
ごみ減量等住民説明会日程表

●時間＝ 19:00 ～ 20:00

開催日 会　　　場 対象町内会

8/22(月)

神野地区
ふれあいセンター 神野

鶴峰東地区
ふれあいセンター 鶴峰東

8/23(火)

鶴峰中地区
ふれあいセンター 鶴峰中地区

鶴峰西地区
ふれあいセンター 鶴峰西

8/24(水)
中央東地区
ふれあいセンター 中央東

吾平振興会館 中央町

8/25(木)

中央西地区
ふれあいセンター 中央西地区

中央麓地区
ふれあいセンター 中央麓地区

8/26(金)

下名東地区
ふれあいセンター 下名東

下名西地区
ふれあいセンター 下名西

　輝北地域・串良地域については、７月下旬頃
から1か月程度を重点的に、順次職員がごみス
テーションで立哨を行います。不明な点や分別
の仕方など、遠慮なくお尋ねください。

輝北地域  ・ 串良地域

混ぜれば「ごみ」
　分ければ「資源」
　

　　   市生活環境課
加治屋　博樹 

　ごみの量は、2年前から増加に転じ、現在
も増加傾向にあります。ごみの処理には、多
額の経費がかかりますが、市民の皆さんや事
業所が支払うごみ処理料金とごみ処理に要す
る費用の差額分は、貴重な税金でまかなって
いるのが現状です。
　今回の説明会は、ごみの現状、減量化・資
源化の必要性をお話したいと考えております。
ぜひ、この機会にご参加ください。

農業振興地域整備計画の  
変更説明会日程表

●時間＝ 19:00 ～ （90 分程度）

「農業振興地域整備計画の「農業振興地域整備計画の
変更説明会」を開催します変更説明会」を開催します

●住民説明会の内容

　○農業振興地域制度の内容説明

　○農業振興地域整備計画の変更の背景・方針等の　

　説明

　○農用地利用計画の変更内容の説明

　○質疑応答

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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　６月17日、古前城町の鹿屋農業
高校実習用水田で、「ドロンコ祭
り」が開催されました。
　これは、土と水の恵みに感謝し
ようと毎年行われているもので、
同校農業科の生徒85人が参加。生
徒たちは、全身泥まみれになりな
がら、田んぼフラッグやサッカー
などの競技を楽しみ、最後は全員
で校歌を斉唱し、豊作と全員の進
路決定を願いました。

　７月３日、市文化会館で「家庭
教育公開講演会」が行われまし
た。当日は、東京家庭教育研究所
の丸山貴代所長を講師に迎え、
「心を育てる親子響育」と題した
講演に約900人が参加。
　講演では、体験談を交えなが
ら、各世代別に子育てへのアドバ
イスなどが行われ、身近に感じら
れる話に、参加者は真剣に聞き
いっていました。

　７月１日、市役所で「第61回社
会を明るくする運動」の伝達式と
出発式が行われました。
　同運動は、犯罪や非行のない
明るい社会を築くことを目的に行
い、７月を強化月間としています。
伝達式では、法務大臣及び県知事
からのメッセージを市長へ伝達。
出発式では、明るい社会を築くこ
とを全員で誓い、市内の大型店舗
等での啓発活動へ出発しました。

　６月15日、中山間地域等直接支払制度の協定集落
である上別府湧水友の会が、下高隈町の田んぼに星
幼稚園の園児89人を招き田植え体験を行いました。 
　これは、子どもたちの食育を推進するとともに、
自然とふれあいながら農業に関心を持ってもらおう
と行われたもの。園児たちは一列に並んで裸足で田
んぼに入り、農家の指導を受けながら、どろんこま
みれで作業を行い、「おいしいお米に育って」と声
をかけながら苗を一株ずつ大切に植えていました。
　また、作業終了後の昼食では地元産の米を使った
おにぎりを、おいしそうにほおばっていました。

KANOYA鹿屋 どろんこまみれで田植え体験 犯罪のない社会を目指す犯罪のない社会を目指す

　６月28日、鹿屋農業高校の青
春100％シリーズ第４弾となる緑
茶アイスの商品開発＆販売キャン
ペーンがファミリーマート札元１
丁目店で行われました。
　同商品は、同校生徒が育てた
「やぶきた」の一番茶を使用した
もので価格は126円。３年前から
販売している緑茶のペットボトル
と合わせ、鹿児島宮崎両県のファ
ミリーマートで販売されます。

高校生発案高校生発案
緑茶アイス新登場!!緑茶アイス新登場!!

　７月３日、吾平自然公園近くの
神野川で、「アユのつかみ取り大
会」が行われました。
　この大会は、川に親しみながら
自然の大切さを再認識してもらお
うと毎年行われているもの。当日
は、家族連れなど約200人が参加
して、素早いアユの動きに悪戦苦
闘しながらも、「塩焼きにして食
べたい」などと話しながら、つか
み取りを楽しんでいました。

家庭教育公開家庭教育公開
講演会を開催講演会を開催

吾平 AIRAアユの動きに悪戦苦闘アユの動きに悪戦苦闘



17

※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　

　６月14日、かのやばら園で「壁
掛式時計」の寄贈式が行われまし
た。
　これは、異業種交流会｢鹿屋二
火会｣が創立50周年記念事業の一
環で、社会貢献活動として市に寄
贈したもの。式では、小林会長か
ら嶋田市長へ目録が手渡され、嶋
田市長が感謝状を贈呈しました。
その後、除幕式も行われ関係者全
員で時計の設置を祝いました。

　６月12日、大阪市のホテルで
「第３回関西鹿屋会総会」が開催
されました。この会は、関西在住
の市出身者等がお互いの親睦を深
め、ふるさとの発展へ寄与するこ
とを目的に設立されたもの。当日
は、鹿屋の特産品や観光のＰＲ等
の活動報告などが行われました。
懇親会では、鹿屋の特産品を賞品
とした抽選会もあり、ふるさとの
話題で盛り上がりました。

　６月12日、東京都港区の芝弥生
会館で、「第16回関東地区吾平会
総会」が開催されました。
　当日は、関東地区に住む吾平出
身者など約80人が参加して、特産
品を買い求めたり、「ふるさと」
の話題で盛り上がりました。
　また、「故郷の自然を守ろ
う！」と、出席者から募金を募
り、集まった58,830円を「姶良川
河川愛護会」に寄附しました。

　６月26日、大切な文化を後世に
残そうと串良公民館別館大ホール
で「第27回串良町文化協会発表
会」が行われました。
　当日は、琴や踊りなどの舞台発
表に約100人が参加したほか、約
80人が生け花や絵画などの作品
を出展した展示発表も行われまし
た。参加者や訪れた観客は、文化
の大切さを実感しながら一日を満
喫しました。

KUSHIRA串良吾平鹿屋

　６月14日、市役所で全国キャ
ンペーンの一環として「父の日に
牛
ち ち

乳を贈ろう！キャンペーン」が
行われました。
　当日は、大隅酪農青年女性会議
のメンバーと嶋田市長が市役所１
階ロビーで、「安全で安心な地元
の牛乳を、少しでも多く飲んでく
ださい」と来庁者に用意した牛乳
200本を一人ひとり手渡し、消費
拡大を呼びかけました。

地元牛乳の消費拡大をPR地元牛乳の消費拡大をPR

ふるさと鹿屋の魅力発信に貢献

かのやばら園入口にかのやばら園入口に
時計がお目見え時計がお目見え

「関西鹿屋会」総会「関西鹿屋会」総会 「関東地区吾平会」総会「関東地区吾平会」総会
文化の大切さを実感文化の大切さを実感

　６月12日、吾平町で「姶良川ク
リーン作戦」が行われました。
　これは、ボランティアにより環
境保全への取組を行い、河川へ親
しみを持ってもらおうと、姶良川
河川愛護会が住民に呼びかけて
行っているもので、今年で24回
目。当日は、地元企業や地域住民
など大人から子どもまで約200人
が参加し、空き缶やビニールなど
のゴミを拾い集めました。

吾平 AIRA地域の河川を大事に地域の河川を大事に

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

　６月22日、船間と高須沖合で、
古江小学校３・４年生の児童９人
が、ふ化後３か月のマダイの稚魚
の放流に参加しました。
　この放流は、「豊かな海づく
り」を推進するために行われたも
の。児童は、漁船に乗り込み「元
気良く大きく育ってね」と言葉を
かけながら約７㎝のマダイの稚魚
27,600尾を放流し、元気に泳いで
いく稚魚の姿を見守りました。

　６月14日、菅原小学校の農園
で同校区特産の「小野原スイカ」
の収穫が行われました。小野原町
で、スイカを栽培している中塩屋
栄二さんの協力を得て、同校６年
生がハウスの開閉や水やりなどの
日々の管理のほかに、着果、玉返
しなどを行い育てたもの。
　当日は、大きく育ったスイカを
ひとつひとつ傷をつけないように
丁寧に収穫しました。

　６月20日、西原台小学校で「青
少年のための芸術鑑賞事業」が開
催されました。
　当日は、県バレエ協会による、
バレエ教室や演劇鑑賞などが行わ
れ、小学生は初めて接するバレエ
の世界に魅入っていました。
　バレエ経験者で同校６年生の高
橋夕

ゆう

璃
り

さんは、「バレエを多くの
友達に知ってもらえたことが嬉し
かった」と話してくれました。

　６月７日、串良小学校で串良商
業高等学校生の図書委員８人によ
る本の読み聞かせが行われまし
た。８人は、小学校１年生から３
年生までの４クラスに分かれ、市
立図書館から借りた紙芝居や絵本
で読み聞かせを披露。読み聞かせ
を行った梅北勇介さん（同校３年
生）は、「小学生がしっかり聞い
てくれたので楽しかった」と嬉し
そうに話してくれました。

　６月26日、リナシティかのや
で「第5回コーラスフェスティバ
ル」が開催されました。
　コーラスフェスティバルには、
小中学校や高校の合唱部、一般の
コーラスグループなど市内の16団
体373人が参加。
　参加者は、日ごろの練習の成果
を十分に発揮して、訪れた約600
人の観客に、澄んだ歌声を届けて
いました。

　６月５日、市文化会館で「第５
回吹奏楽フェスティバル」が開催
されました。
　フェスティバルには、市内の小
中学校、高校、一般の９団体276
人が参加し、それぞれの団体が日
ごろの練習の成果を披露しまし
た。最後は、参加者全員が合同演
奏を行い、訪れた約750人の観客
は楽器が奏でるハーモニーに酔い
しれました。

KANOYA鹿屋KUSHIRA串良

KANOYA鹿屋KANOYA鹿屋KANOYA鹿屋

コーラスフェスティバルコーラスフェスティバル 吹奏楽フェスティバル吹奏楽フェスティバル
練習の成果を披露読書の輪を広げる読書の輪を広げる

地域特産地域特産
「小野原スイカ」を収穫「小野原スイカ」を収穫 マダイの稚魚を放流マダイの稚魚を放流 舞台芸術を堪能舞台芸術を堪能
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日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

2011 8月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

2011 7月

鹿屋市では、平成 23年度職員採用試験を下記のとおり実施します。

鹿屋市職員を募集
●試験を行う職種、区分、採用予定人数、受験資格

職種 区分 採用予定人数 受験資格

一般事務

区分Ａ ２人程度
平成 2年 4月 2日から平成 6年 4月 1日までに生まれた者
※ 障害者は、平成 2年 4月 2 日から平成 6年 4月 1 日までに生まれ
た者で、下記の要件①に該当する者

区分Ｂ 7人程度
昭和 57年 4月 2日から平成 2年 4月 1日までに生まれた者
※ 障害者は、昭和 55年 4月 2日から平成 2年 4月 1日までに生まれ
た者で、下記の要件①に該当する者

土　　木 区分Ｃ １人程度
平成 2年 4月 2日から平成 6年 4月 1日までに生まれた者
※ 障害者は、平成 2年 4月 2 日から平成 6年 4月 1 日までに生まれ
た者で、下記の要件①に該当する者

要件①　 ア　身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳（1～ 6級）の交付を受けている者
　　　　イ　自力による通勤が可能で、かつ、介助者なしに職務の遂行が可能な者

●試験の方法及び内容
試験区分 内　　　　容

第１次試験

試 験 日 平成 23年９月 18日（日）
試 験 会 場 鹿屋市立鹿屋女子高等学校

試 験 科 目
区分Ａ 教養試験（高卒程度）、作文試験
区分Ｂ 教養試験（大卒程度）、作文試験
区分Ｃ 教養試験・専門試験（高卒程度）、作文試験

合 格 発 表 平成 23年 10月 18日（火）

第２次試験
試 験 日 平成 23年 10月下旬～ 11月初旬
試 験 科 目 適性検査及び面接等

※第 2次試験等の詳
細については、第
1次試験合格者に
対して別途通知し
ます。

●申込方法等
区　分 内　　　　容

書類配布期間 平成 23年７月 13日（水）～８月 15日（月）

試験案内・
受験申込書の

入手方法

次のいずれかを選択
① 鹿屋市役所総務課、各総合支所の地域振興課、各出張所、各サービスコーナーのいずれかの窓口で
入手
②鹿屋市ホームページからダウンロードして入手
③郵便で入手（封筒に「受験申込書請求」と記入し、返信用封筒を同封して下記宛てに郵送）
※返信用封筒は、角型２号封筒・240 ㎜× 332 ㎜、120 円切手貼付、返信用の宛先を明記

申込受付期間 平成 23年 7月 25日（月）～ 8月 15日（月）　※郵送必着
※インターネットでの申込は、8月 11日（木）の 17時 15分まで

申込方法

次のいずれかを選択
①直接、総務課人事研修係に申込
② 返信用封筒（長形 3号・120 ㎜× 235 ㎜、80円切手貼付、宛先明記したもの）を同封して郵送に
て申込
③インターネットで申込

申込書提出 〒 893-8501　鹿屋市共栄町 20番 1号　鹿屋市総務部総務課人事研修係

【問い合わせ】市総務課（３階）　☎ 0994-31-1127

※採用予定人数は、退職者数の状況等によって変更になることがあります。

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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募
集
・
申
請

平
成　

年
度
大
隅
肝
属
地

区
消
防
組
合
消
防
職
員
を

募
集

●
職
種
＝
消
防
職
員

●
採
用
人
数
＝
若
干
名

● 

受
験
資
格
＝
次
の
す
べ
て
の
条

件
を
満
た
す
人

① 

昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
高
等
学
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人（
平
成
24

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

② 

普
通
自
動
車
免
許（
マ
ニ
ュ
ア

ル
車
）、
大
型
自
動
車
免
許
を

有
し
て
い
る
か
又
は
採
用
後
免

許
取
得
が
で
き
る
人

③
身
体
条
件

○
身
長
＝
男
子
１
６
０
㎝
以
上

　
　
　
　

女
子
１
５
５
㎝
以
上

○
体
重
＝
男
子
50
㎏
以
上

　
　
　
　

女
子
45
㎏
以
上

○ 

視
力
＝
両
眼
と
も
裸
眼
視
力
0.3

以
上
、
色
覚
正
常

○
聴
力
＝
左
右
正
常

○ 

そ
の
他
＝
消
防
業
務
に
十
分
耐

え
う
る
体
力
を
有
す
る
人

●
試
験
方
法

○ 

第
一
次
試
験
＝
教
養
試
験
、
消

防
適
性
検
査
、
作
文
試
験
、
体

力
検
査

○
第
二
次
試
験
＝
面
接
試
験

※
第
一
次
試
験
合
格
者
の
み
実
施

● 

試
験
日
時
＝
９
月
18
日（
日
）

８
時
40
分
〜

● 

試
験
会
場
＝
大
隅
肝
属
地
区
消

防
組
合
消
防
本
部

● 

受
付
期
間
＝
８
月
１
日（
月
）

〜
19
日（
金
）

● 

申
込
方
法
＝
大
隅
肝
属
地
区
消

防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
、
各

消
防
署
及
び
各
分
署
に
準
備
し

て
あ
る
受
験
申
込
書
に
記
入

し
、
直
接
持
参
又
は
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】　

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
１
５

　

鹿
屋
市
新
川
町
８
０
０
番
地

　

大
隅
肝
属
地
区
消
防
組
合

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

７
１
８
２

「
高
齢
者
寝
具
洗
濯
乾
燥
消

毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
利

用
者
を
募
集

　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
に
、
清
潔

で
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う

た
め
、「
高
齢
者
寝
具
洗
濯
乾
燥

消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。

● 

内
容
＝
寝
具（
掛
布
団
、
敷
布

団
及
び
毛
布
各
１
枚
）の
洗
濯
、

乾
燥
及
び
消
毒

● 

対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件

を
満
た
す
人

○ 

市
内
に
居
住
し
住
民
登
録
を
有

す
る
65
歳
以
上
の
人

○ 

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る

人
○ 

要
介
護
４
又
は
５
の
認
定
を
受

け
、
在
宅
生
活
を
し
て
い
る
人

●
利
用
料
＝
無
料

● 

申
請
期
間
＝
８
月
１
日（
月
）

〜
31
日（
水
）

※ 

寝
具
の
洗
濯
等
の
実
施
日
は
、

日
程
調
整
の
う
え
決
定
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

市
高
齢
福
祉
課

　
（
１
階
⑦
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

23

　市では、新築市営住宅への入居者を募集します。詳細については、お問い合わせください。

●団 地 名　細山田東市営住宅
●住　　所　鹿屋市串良町細山田4798番地4
●募集戸数　
　○３ＤＫ・・・ ４戸（２階）
●応募資格　次のすべての要件を満たしていること
　○持ち家がないこと
　○現在、住宅に困っていること
　○市税を滞納していないこと
　○同居できる親族がいること
　○入居者全員の年間総収入が次の収入基準額内で
　　あること
●そ の 他　応募方法など詳しくは、お問い合わせく
　　　　　　ださい。

●収入基準額　
　年間の総収入額（給与所得の場合の総収入額）
が次の基準額以下であること

世帯数
総収入

一般世帯 裁量階層世帯
２人 3,511,999 円 4,363,999 円
３人 3,995,999 円 4,835,999 円
４人 4,471,999 円 5,311,999 円
５人 4,947,999 円 5,787,999 円

※ 裁量階層世帯とは、60 歳以上の高齢者世帯、身
体障害者等の世帯、小学校就学前の子どものいる
世帯、その他特に居住の安定を図る必要のある世
帯です。

【問い合わせ・応募先】市建築住宅課（４階）☎0994-31-1129

新築市営住宅への入居者を募集します



21

　

定
基
準
の
ラ
ン
ク
Ⅰ
、
Ⅱ
ａ
、

Ⅱ
ｂ
の
人

○ 

20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
要
介
護

障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
場
合

① 

要
介
護
障
害
者
、
介
護
者（
受

給
対
象
者
）
が
、
８
月
１
日
現

在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き
１
年

以
上
居
住
し
住
民
登
録
を
有
し

て
い
る
こ
と

② 

平
成
23
年
２
月
２
日
以
前
か
ら

特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て

い
る
要
介
護
障
害
者
を
、
同
居

又
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
で
継

続
し
て
６
か
月
以
上
、
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
人

※ 

所
得
制
限
等
で
特
別
障
害
者
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い

な
い
要
介
護
障
害
者
に
つ
い
て

は
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
後
日

調
査
に
伺
い
ま
す
。

③ 

８
月
１
日
の
資
格
認
定
日
に
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

次
の
人
は
受
給
対
象
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん

□ 

平
成
23
年
２
月
２
日
以
降
、
延

べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入
院

（
入
所
）を
し
た
要
介
護
障
害
者

介
護
慰
労
金
手
続
き
の
お

知
ら
せ
〜
平
成　

年
度
第

１
回
目
受
付
〜

● 

受
給
対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の

要
件
を
満
た
す
人

○ 

65
歳
以
上
の
要
介
護
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
場
合

① 

要
介
護
高
齢
者
、
介
護
者（
受

給
対
象
者
）が
、
８
月
１
日
現

在
、
鹿
屋
市
に
引
き
続
き
１
年

以
上
居
住
し
住
民
登
録
を
有
し

て
い
る
こ
と

② 

65
歳
以
上
で
、
平
成
23
年
２
月

２
日
か
ら
要
介
護
２（
重
度
認

知
症
に
限
る
）、
要
介
護
３
、

要
介
護
４
、
要
介
護
５
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人
を
、
同
居
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
で
継
続

し
て
６
か
月
以
上
、
在
宅
で
介

護
し
て
い
る
人

③ 

８
月
１
日
の
資
格
認
定
日
に
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

次
の
人
は
受
給
対
象
者
で
は
あ
り

ま
せ
ん

□ 

平
成
23
年
２
月
２
日
以
降
、
延

べ
３
か
月
以
上
の
長
期
入
院

（
入
所
）を
し
た
要
介
護
高
齢
者

□ 

要
介
護
２
の
人
で
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
申
請
に

係
る
認
定
調
査
票
及
び
主
治
医

の
意
見
書
に
お
い
て
、
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
判

●
支
給
額（
一
人
当
た
り
）

① 

要
介
護
４
、
要
介
護
５
の
要
介

護
高
齢
者
＝
年
額
６
万
円

② 

要
介
護
２（
重
度
認
知
症
に
限

る
）、
要
介
護
３
の
要
介
護
高

齢
者
＝
年
額
３
万
円

③
要
介
護
障
害
者
＝
年
額
３
万
円

● 

申
請
時
に
必
要
な
も
の
＝
申

請
書（
民
生
委
員
の
証
明
が
必

要
）、
介
護
者
名
義
の
預
金
通

帳
、介
護
保
険
被
保
険
者
証（
要

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
の

み
）

● 

申
請
期
間
＝
８
月
１
日（
月
）

〜
31
日（
水
）

● 

申
請
方
法
＝
直
接
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

市
高
齢
福
祉
課　

　
（
１
階
⑦
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

23

●基調講演　
　「信頼と共感が生み出す新しい時代と新しい鹿屋市」
　講師　鹿児島大学教育学部　社会教育学
　　　　准教授　金子 満 先生
●インタビューダイアローグ
　「豊かな地域力をはぐくむために」

【問い合わせ】　市生涯学習課（６階）　☎ 0994-31-1138

●日時
　8月13日(土)　　　
　14:00～17:00
●場所
　リナシティかのや
　３階ホール

 　災害の多い国としてわたしたちは、古来から協力して生きていくことを学んできました。しかし、あ

わただしい現代社会に生きるわたしたちは、いつしか効率や個人の利益等を追求するようになり、地域

社会と個人の利益の衝突や軋
あつ

轢
れき

は、結果として地域社会の力を弱体化させつつあります。こうした地域

社会の弱体化に対する危機感は、東日本大震災以後、より明確な形でわたしたちに迫りつつあります。

　競争社会から共生社会へ、「信頼」「協調」「ネットワーク」という言葉をキーワードにしながら、あら

ためてまちづくりの原点や鹿屋市の展望について皆さん一緒に考えてみませんか。

豊かな地域力をはぐくむ社会教育推進事業特別フォーラムを開催豊かな地域力をはぐくむ社会教育推進事業特別フォーラムを開催

～競争社会から共生社会へ、関係性が生み出す新しいまちづくり～～競争社会から共生社会へ、関係性が生み出す新しいまちづくり～

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●６●月

○ 

研
修
＝
農
商
工
連
携
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
考
え
方
、
連

携
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
の
ま
と
め
方　

な
ど

○ 

講
師
＝
藤
野 

直
人 

氏（
㈱
ク

ロ
ス
エ
イ
ジ
代
表
取
締
役
）

○
講
師
＝
阿
部 

憲
三 

氏

　
（
㈲
漂
流
岡
山
代
表
取
締
役
）

●
受
講
料
＝
２
１
，
０
０
０
円

※
研
修
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
定
員
＝
20
人

●
応
募
期
限
＝
８
月
１
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

　

中
小
企
業
大
学
校 

人
吉
校

　

☎
０
９
６
６ｰ
23ｰ
６
８
０
６

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の

参
加
者
を
募
集

　

電
気
設
備
科
の
説
明
や
入
校
相

談
な
ど
を
行
う
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

● 

開
催
日
時

　

 

８
月
１
日（
月
）・
９
月
５
日

（
月
）
＝
10
時
30
分
〜
12
時
、

　

 

８
月
22
日（
月
）・
９
月
26
日

（
月
）、
10
月
17
日（
月
）＝

　

13
時
30
分
〜
15
時

●
会
場
＝
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

●
応
募
期
限
＝
開
催
日
の
３
日
前

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

鹿
児
島
県
出
身
沖
縄
戦
没

者
追
悼
式
の
参
列
者
を
募

集
　

第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
沖

縄
戦
で
戦
死
し
た
鹿
児
島
県
出
身

者
追
悼
式
に
参
列
を
希
望
す
る
遺

族
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
＝
11
月
８
日（
火
）

● 

場
所
＝
摩ま

ぶ

に
文
仁
の
丘
鹿
児
島
霊

園
（
沖
縄
県
糸
満
市
）

● 

対
象
者
＝
沖
縄
戦
で
戦
死
し
た

人
の
三
親
等
以
内
の
遺
族

●
定
員
＝
９
人
程
度

● 

応
募
期
間
＝
８
月
１
日（
月
）

〜
31
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
福
祉
政
策
課

　
（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

農
商
工
連
携
推
進
研
修「
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
考
え
る
」

の
受
講
生
を
募
集

● 

日
時
＝
８
月
９
日（
火
）・
10
日

（
水
）

　

９
時
20
分
〜
16
時
30
分

●
場
所
＝
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

対
象
者
＝
農
産
加
工
品
を
扱
う

製
造
業
・
卸
売
業
・
小
売
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
の
経
営
者
、
農
業

経
営
者
・
管
理
者
、
個
人

●
内
容

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

８
６
７
４

「
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講

習
及
び
３
級
庭
園
管
理
士

補
講
習
」の
受
講
生
を
募
集

●
講
座
名

● 

講
習
場
所
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

● 

対
象
者
＝
55
歳
以
上
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
人

●
受
講
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

３
３
８
２

『
鹿
屋
い
き
い
き
「
人
と
ま

ち
づ
く
り
」
プ
ラ
ン
』
へ

の
ご
要
望
を
募
集

　

鹿
屋
工
業
高
校
と
串
良
商
業
高

校
で
は
、
授
業
や
実
習
で
習
得
し

た
知
識
や
技
術
を
活
か
し
、
も
の

づ
く
り
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
販

売
活
動
を
行
う
こ
と
で
地
域
に
貢

献
し
な
が
ら
、
鹿
屋
・
大
隅
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
平
成
23
年

度
か
ご
し
ま
専
門
高
校
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業『
鹿

屋
い
き
い
き「
人
と
ま
ち
づ
く
り
」

プ
ラ
ン
』
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
え

た
ら
い
い
な
」「
こ
ん
な
も
の
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
」
な
ど
、
地
域

の
声
や
悩
み
を
発
見
し
、
で
き
る

範
囲
で
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
要
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

ご
要
望
は
、
公
共
性
の
あ
る
も

の
に
限
り
ま
す
。

● 

要
望
例
＝
○
○
公
園
に
こ
ん
な

ベ
ン
チ
が
欲
し
い　

な
ど

● 

応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
応
募
期
限
＝
７
月
29
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
工
業
高
等
学
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

２
１
６
５

講座名 期　日 定員 応募期限

ハウスクリー
ニング講習

8/18（木）～31（水）
※ 土・日を除く10

日間
20 人 8/8（月）

3 級庭園管理士
補講習

9/5（月）～22（木）
※ 土・日・祝日を除

く13日間
20 人 8/24（水）
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合
同
金
婚
式
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日

現
在
、
結
婚
し
て
満
50
年
以
上

に
な
る
夫
婦（
昭
和
37
年
３
月
31

日
以
前
に
婚
姻
届
を
提
出
し
た
夫

婦
）で
、
ま
だ
金
婚
祝
い
を
受
け

て
い
な
い
夫
婦
を
対
象
に
10
月
28

日（
金
）に
合
同
金
婚
式
を
行
い
ま

す
。

　

該
当
す
る
夫
婦
は
、
鹿
屋
地
区

に
居
住
し
て
い
る
人
は
各
地
区
民

生
委
員
又
は
市
高
齢
福
祉
課
に
、

吾
平
・
輝
北
・
串
良
地
区
に
居
住

し
て
い
る
人
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
に
、
８
月
19
日（
金
）ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、戸
籍
で
確
認
す
る
た
め
、

本
籍
地
が
鹿
屋
市
以
外
の
夫
婦
は

戸
籍
謄
本
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
福
祉
課

　
（
１
階
⑦
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
６

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
は
じ
ま
り
ま
す

　

７
月
21
日（
木
）か
ら
７
月
30

日（
土
）ま
で
、「
鹿
児
島
の
夏
！    

マ
ナ
ー
が
輝
く 

快
適
ロ
ー
ド
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
夏
の
交
通
事

故
防
止
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
夏
休
み
に
よ
る
開
放
感

か
ら
、
道
路
へ
の
飛
び
出
し
や

誤
っ
た
自
転
車
通
行
に
よ
る
子
ど

も
の
交
通
事
故
が
多
発
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
を
見

か
け
た
ら
減
速
し
、
子
ど
も
の
動

き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る

交
通
事
故
も
依
然
と
し
て
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
出
歩
く
時
に

は
反
射
材
を
身
に
つ
け
、
道
路
を

横
断
す
る
時
に
は
、
横
断
歩
道
を

渡
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
高
齢
者
や
高
齢

運
転
者
マ
ー
ク
を
つ
け
た
車
を
見

か
け
た
ら
、
速
度
を
落
と
す
な
ど

「
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
」
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
悲
惨
な

交
通
事
故
を

未
然
に
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

●
市
内
の
交
通
事
故
件
数

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課
（
１
階
③
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１

　

内
線
３
１
５
８

星
塚
敬
愛
園
「
第　

回
夏

祭
り
納
涼
大
会
」
を
開
催

●
日
時
＝
８
月
３
日（
水
）

　

18
時
〜
21
時

● 
場
所
＝
星
塚
敬
愛
園
憩
い
の
広

場
※ 

雨
天
時
は
、
星
塚
敬
愛
園
公
会

堂
● 

内
容
＝
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
、
職
員

演
芸
、
花
火　

な
ど

○ 

出
演
＝
水
森
か
お
り（
演
歌
歌

手
）

●
入
場
料
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

星
塚
敬
愛
園
庶
務
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

49ｰ

２
５
０
０

平成
23年度

平成
22年度

事故件数 369件 433件

負傷者数 475人 553人

死亡者数
（うち高齢者）

2人
（1人）

4人
（4人）

（１／１～６／30累計）

お
知
ら
せ

33

【問い合わせ】　市財政課（３階）　☎ 0994-43-2111　内線 3351

自動車売却のお知らせ自動車売却のお知らせ
　市では、公用車としてこれまで使用してきた自動車を入
札により売却します。購入を希望する人は、お申し込みく
ださい。

●売却する自動車
番号 車名 型式 排気量 車両重量 初度登録年月 車検の有無 走行距離

1 トヨタ
クラウン GH-JZS175 2,990cc 1,610kg 平成 12 年 6 月 無 83,236Km

2 日産
セドリックバン GA-VY30 1,990cc 1,430kg 平成   8 年 5 月 無 94,553Km

●公開期間
　○日時＝７月 27日（水）・28日（木）　14:00～ 16:00
　○場所＝市役所庁舎裏公用車車庫
●入札日時及び場所
　○入札日時＝８月８日（月）　10:00～
　○入札場所＝市役所４階 401会議室

●申込方法など
　○申込方法　
入札参加申込書、印鑑証明書、納税証明書（滞納
なし）、身分証明書（運転免許証の写し等）、登記
簿謄本の写し（法人のみ）等を添えて市財政課に
提出してください。

　○提出期限＝８月２日（火）　17:00まで

▶  日産セドリックバン ▶  トヨタクラウン

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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映
画 

「
名
探
偵
コ
ナ
ン 

沈
黙
の

15
分
（
ク
ォ
ー
タ
ー
）」 

● 

上
映
期
間
＝
７
月
16
日（
土
）

〜
29
日
（
金
）

●
上
映
時
間（
１
０
９
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料

　

高
校
生
以
上
＝
１
，
０
０
０
円 

　

中
学
生
以
下
＝　
　

８
０
０
円

※ 

上
映
期
間
・
時
間
、
鑑
賞
料
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

　劇場版「名探偵コ
ナン」アクション×
ミステリーの最高
峰！ 史上最悪の大災
害を生き残れ！ 壮絶
のサバイバル・ミス
テリー！ 必見！

健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ

　

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
乳
が
ん

検
診
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

を
追
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
し

く
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

乳
が
ん
予
防
講
演
会

　

乳
が
ん
予
防
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
26
日（
火
）

　

14
時
〜
15
時

●
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

●
講
演

○ 

演
題
＝
乳
癌が
ん

に
つ
い
て
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
こ
と  

Ａ
Ｂ
Ｃ

○ 

講
師
＝
検
見
崎 

博
樹 

氏（
検

見
崎
病
院
院
長
）

●
料
金
＝
無
料

肺
が
ん
予
防
講
演
会

　

肺
が
ん
予
防
と
高
齢
者
に
多
い

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
に

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
８
日（
月
）

　

14
時
30
分
〜
16
時

●
場
所
＝
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

●
講
演

○ 

演
題
＝
肺
が
ん
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）に
つ
い

て

○ 

講
師
＝
長
濱 

博
行 

氏（
鹿
児

島
厚
生
連
病
院
呼
吸
器
内
科
部

長
）

●
料
金
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０

か
の
や
ん
ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー

ト 
７
月

「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
よ
る
映
画
音

楽
」

　

鹿
屋
出
身
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏

者
・
川
口
裕
介
さ
ん
に
よ
る
映
画

音
楽
の
数
々
。

　
「
ヒ
メ
と
ヒ
コ
」
の
バ
ン
ド
メ

ン
バ
ー
が
バ
ッ
ク
を
支
え
ま
す
。

●
期
日
＝
７
月
30
日（
土
）

●
開
演
＝
13
時
30
分

● 

出
演
＝
川
口
裕
介
＆
ヒ
メ
ヒ
コ

バ
ン
ド

●
入
場
料

　

高
校
生
以
上
＝
５
０
０
円

　

中
学
生
以
下
＝
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
文
化
会
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

５
１
１
５

文
化
会
館
の
催
し

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

【問い合わせ】　ローズリングかのや　☎ 0994-41-8718　℻ 0994-41-8719　E メール offi  ce@rosering.jp

　皆さん、ご存知ですか？
　大隅・鹿屋には、かのやばら園以外にも魅力的な景観がたくさんあります。
　今回の課外授業では、講師に鹿児島の地理・歴史に詳しく、自他共に認めるまち歩きのプロ東川隆太郎
さんを招き、皆さんと一緒に地域の景観・歴史を調べ、景観マップを作ります。
　楽しく学んで、世界で一つの地図を作りましょう！

●開催日時　８月 7日（日）　10:00 ～ 15:00
●開催場所　かのやばら園多目的ホール
●定　　員　40 人
●準備するもの
　筆記用具、汚れてもいい服装、帽子、飲み物、
　お弁当（※ 1個 400 円で注文承ります）
●応募方法　
　電話で応募するか、氏名・住所・電話番号を記入のうえ、ＦＡＸ
又はＥメールでご応募ください。

●応募期限　８月２日（火）　受付時間＝月曜日を除く９:00 ～ 17:00

地域の魅力
再発見！！

景観マップを作ろう！ばらのまちかのやばらのまちかのや

東川隆太郎さん
地理・歴史を学びまちづくりを考える「かご
しま探検の会」の代表理事。南日本新聞の連
載でもおなじみ。昨年秋にも鹿屋で本町商店
街や古前城
地区のまち
歩きをしま
した。
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市立図書館 ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室 ☎ 0994-58-6036
輝北コミュニティセンター図書室 ☎ 099-486-0505
串良公民館図書室 ☎ 0994-63-2623

市
立
図
書
館

魔
女
は
甦
る

中
山
七
里
著

ア
ン
ダ
ル
シ
ア

真
保
裕
一
著

ら
ん

秦
建
日
子
著

刀
伊
入
寇

葉
室
麟
著

猫
と
妻
と
暮
ら
す小

路
幸
也
著

は
な
か
っ
ぱ
と
も
も
か
っ
ぱ

あ
き
や
ま
た
だ
し
作

ば
い
き
ん 

あ
た
ろ
ー

村
上
し
い
こ
作

わ
た
し
し
ん
じ
て
る
の

宮
西
達
也
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　

セ
ン
タ
ー
図
書
室

も
し
高
校
野
球
の
女
子
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
読
ん
だ
ら

　
　
　
　
　
　

岩
崎
夏
海
著

カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の
も
の

東
野
圭
吾
著

魔
法
の
心
理
テ
ス
ト

　
　
　
　
　

中
嶋
真
澄
著

特
異
家
出
人

　
　
　
　

笹
本
稜
平
著

パ
オ
ち
ゃ
ん
の
た
の
し
い
ピ

ク
ニ
ッ
ク

　

な
か
が
わ
み
ち
こ
作

お
お
き
な
木

シ
ェ
ル
・
シ
ル
ヴ
ァ
ス
タ
イ
ン
作

お
ー
い
！
竜
馬　

小
山
ゆ
う
作

串
良
公
民
館
図
書
室

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
実
践
学

高
橋
庄
太
郎
著

女
た
ち
の
怪
談
百
物
語

東
雅
夫
監
修

子
育
て
の
ツ
ボ

水
谷
修
著

長
い
廊
下
が
あ
る
家

有
栖
川
有
栖
著

チ
ェ
ブ
ラ
ー
シ
カ

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・　
　

ウ
ス
ペ
ン
ス
キ
ー
作

に
ん
げ
ん
に
な
っ
た
ニ
ク
マ

ン
ジ
ュ
ウ

長
新
太
作

だ
る
ま
て
ん
ぐ
の
あ
か
て
ん

く
ろ
て
ん

廣
嶋
玲
子
作

 新刊図書の案内吾平振興会館図書室からのおすすめ 
Library Information

図書館情報

　　  息子へ
飯野 賢治 著　幻冬舎

　福島第一原発の事故から数週間が経と
うとしていた頃、一人の男が愛する息子
に向けて書いた文章が、インターネット
上で燎

りょうげん

原の火のように広がり続けていた。

人生の終いじたく
中村 メイコ 著　青春出版社
　とっても大事な「人」「出来事」「物」・・
人生の終わりが見えてきても、なかなか
片付けられないものたち。
中村メイコの爆笑遺言エッセイ。

　　　　　　　　 　復讐したい
山田 悠介 著　幻冬舎

　 最愛の妻を殺された泰之は、「復讐法」
を使って、最も残虐な方法で犯人を殺す
ことに決めた！
　背筋の凍る復讐ホラー。

太一×ケンタロウ 男子ごはんの本 その３ 
国分 太一、ケンタロウ 著　M.Co.
　国分太一＆ケンタロウによるテレビ東
京系料理番組「男子ごはん」のレシピブッ
ク、待望の第 3弾。「楽しく、簡単に」作
るためのポイント満載。

※入場整理券をリナシ
ティかのや 3 階売店及
び市文化会館で配布し
ています。

ＳＵＭＭＥＲ
ＭＵＳＩＣ
ＦＥＳ

鹿屋市自主文化事業

月　    日（日）７ 31
開演　14：00 ～
会場　リナシティかのや
　　　３階ホール
料金　無料
　　　（入場整理券が必要）

【問い合わせ】
　リナシティかのや
　☎ 0994-35-1001 【問い合わせ】リナシティかのや　☎ 0994-35-1001

●期日　7月 30日（土）
　　　　～ 8月 7日（日）
●時間　9:00 ～ 17:00
●場所　リナシティかのや
　　　　２階ギャラリー
●料金　無料

ピーターラビット、ロ
バート・サブダ、そし
て世界各国のめずらし
いしかけ絵本約 150
冊を展示。

ＳＵＭＭＥＲ
ＭＵＳＩＣ
ＦＥＳ

鹿屋市自主文化事業

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや
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■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

７月・８月の歯科休日急患在宅医

７月・８月の休日救急当番医

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることがあ
　ります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時

◇肝属東部医師会　　　    診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話(0994）

7 月 17 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

24 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
岩重医院 東串良町川東 63-8514

31 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

8 月   7 日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

14 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

◇鹿屋市歯科医師会　　　　   診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

7 月 17 日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
18 日 中原歯科医院 西原 1 丁目 43-0088
24 日 永山矯正歯科医院 西原 4 丁目 40-1182
31 日 下浜歯科医院 川西町 41-5888

8 月   7 日 根木原歯科 札元 1 丁目 41-0750
14 日 安楽歯科 寿 5 丁目 44-2220

…内科　　…小児科　 …外科小

…内科　　 …小児科　　 …外科

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

7 月 17 日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500

　 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 検見崎病院 西原１丁目 43-2991

18 日
 鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100

　 まつだこどもクリニック 西原 2 丁目 52-0507
 西原外科クリニック 西原１丁目 43-4195

24 日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822

　 やのファミリークリニック 寿 4 丁目 43-6248
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

   31 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 小倉記念病院 寿 8 丁目 44-7171

8 月   7 日
 幸田内科 寿 4 丁目 43-5000

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

14 日
 池田病院 下祓川町 43-3434

　 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

小

小

小

小

小

小

※休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は
かかりつけの医師などの診療を受けてください。

　原則として、投薬期間は通常 1日分とします。

【問い合わせ】夏祭り大会事務局（串良町商工会内）
☎ 0994- 63 -3032

●場　所　串良総合支所多目的駐車場周辺

7 月 30日（土）
●内　容
　◎街頭全体おどり大会　　　19:00 ～ 19:30
　◎舞台ラムネ早飲み大会　　19:30 ～ 20:00
　◎夏祭り大売出し大抽選会　20:00 ～ 20:30
　◎街頭踊り大会・表彰式　　20:40 ～ 21:30

2011串良町

美う
ま
し
さ
と里あ

い
ら

８月６日（土）
●六月燈（演芸大会）
　鵜戸神社境内
　19:00 ～ 21:30
※雨天時は吾平振興会館

８月７日（日）
●お神輿　
　吾平町商店街
　17:30 ～ 18:30
　※大雨中止
●花火大会
　月見橋上流
　20:00 ～ 21:30
　※大雨順延

【問い合わせ】夏祭り実行委員会（吾平町商工会内）
☎ 0994- 58 -6020



27

〒893ー0013　鹿児島県鹿屋市札元1ー22ー34
TEL 0994ー43ー2238　FAX 0994ー43ー7541

プランニング
／デザイン

プレゼンテーション デザインワーク
（組版処理・画像処理）

校正／色校正

刷　版 印　刷 製本／加工

南九州で業界初の認証取得

印刷の事なら、新生社印刷にお任せください
ご連絡いただければ、すぐ営業がお伺い致します!

暮らしに密着した製品づくりを
トータルで考えます。
　ひとくちに「印刷物」といっても、とっても幅が
広くて、奥行きも深いもの。
　私たちは、お客様が印刷物に望む「こういうも
の」を形にして、あなただけのオリジナル商品を
つくっています。

名刺やハガキ、チラシや雑誌、ポスター、
パンフレットなどの高品位な印刷物を、
自社内の一貫生産ラインにて製作。

回　収
します。事業所ゴミ・粗大ゴミ

AM 9：00～PM 5：00（日曜日のみ休み）
下祓川町 3568－1　 ☎0994－41－1717

学科会場：西原地区学習センター
実技会場：古江港（鹿屋市）

実
技

学
科

1級1級  へステップアップ（旧4級、2級小型免許を持っている方）

〒893-0064 鹿児島県鹿屋市西原 2-11-11
TEL.0994-43-2853  FAX.0994-43-5987

詳しくはお電話下さい詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853TEL.43-2853

詳しくはお電話下さい
TEL.43-2853

㊎・㊏は夕方 6:00～
㊐は昼 1:00～ 開始
㊏は夕方 6:00～
㊐は朝 9:00～ 開始

8/19㊎・20㊏・21㊐

8/19㊎・20㊏・21㊐ ㊎・㊏は夕方 6:00～
㊐は昼 1:00～ 開始

8/27㊏・28㊐

半日受講8/20㊏か21㊐実技1級 2級コ
ー
ス

コ
ー
ス

マリンスクール鹿屋海技代表　重信 良広

の日中2時間
8/20㊏・21㊐
8/21㊐

ボート免許取得！！ボート免許取得！！

㊏夕6:00～
㊐昼1:00～

8/27㊏・28㊐

（8月限定）全コース
割引あります。TEL43-2853
（8月限定）全コース
割引あります。TEL43-2853
◎又は学科引き
続き／月～夜講
習も可能

※最短 3日間で取得！！

㊏夕方6:00～、㊐朝9:00～
※学科のみ、実技はありません。

免許更新・失効講習 7/25㊊ 会場：西原地区学習センター
＊当日受付あり
＊写真撮ります8,900円夕方

 6：30～ 

サマー割引キャンペーン中!! ※2級・水上バイクは15歳9ヶ月、
　1級は17歳9ヶ月から受講できます。

水上バイク
（特殊小型）免許

試験免除
74,000円

2 0 t 未 満  
距離無制限進級

コース 43,000円
学
科

コ
ー
ス147,000円
20t未満
距離 無制限学

科5 日 間
1級

20t未満
距離 ５海里学

科124,000円
コ
ー
ス

3 日 間
2級

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

広告のひろば

旨
い
焼
酎
と

旨
い
肴
が
あ
れ
ば
よ
い
。

鹿
児
島
の
農
業
地
帯

大
隅
半
島
の
地
焼
酎

さ
つ
ま
大
海飲酒は 20 歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。

鹿児島県鹿屋市白崎町 21番 1号
TEL（0994）44-2190　FAX（0994）40-0950鹿屋市朝日町9－30

☎0994－44－4594

料理提供
本格炭火焼

   やきとりふくちゃん

　
　

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONSかのや



今月の表紙

池田　俊
しゅんすけ

輔くん（５歳） 
　　　　　　　　　　　輝北町市成
いつもみんなを笑わせてくれる俊く
ん。お友達もいっぱい作ってみん
なの良きムードメーカーになってね。

（母）

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

平成 23 年 7 月 13 日発行　No.133
発行／鹿屋市役所　編集／ 総務部秘書広報課
　　　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1 号
　　　　　　　　   ☎ 0994-43-2111

探
屋
鹿

訪

吾平町下名真角墓地の六地蔵塔

人口と世帯数
平成 23 年６月１日現在

面　積　448.33 ㎢

　６月 17 日、古前城町の鹿
屋農業高校実習用水田で、「ド
ロンコ祭り」が開催されまし
た。
　これは、土と水の恵みに感
謝しようと毎年行われてい
るもので、同校農業科の生
徒 85 人が参加。生徒たちは、
全身泥まみれになりながら、
田んぼフラッグやサッカーな
どの競技を楽しみ、最後は全
員で校歌を斉唱し、豊作と全
員の進路決定を願いました。

　

六
地
蔵
塔
は
、
島
津
義
弘
公
が
朝

鮮
出
兵
（
文
禄
（
１
５
９
２
）・
慶
長

（
１
５
９
８
）
の
役
）
の
際
に
戦
死
者
の

供
養
塔
と
し
て
県
下
各
地
に
建
て
さ
せ
た

の
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
六
面
地
蔵
と
も
い

い
ま
す
。

　

真
角
墓
地
の
六
地
蔵
塔
は
墓
地
の
入
り

口
に
２
つ
あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
六
地
蔵

塔
は
、
６
角
形
の
龕が
ん

部ぶ

の
各
面
に
１
体
ず

つ
菩ぼ

薩さ
つ

像ぞ
う

を
刻
む
の
で
す
が
、
こ
の
地
の

六
地
蔵
塔
は
、
龕
部
に
３
体
ず
つ
し
か
刻

ん
で
お
ら
ず
、
２
つ
の
塔
を
あ
わ
せ
て
六

地
蔵
塔
を
表
し
て
お
り
、
県
内
で
も
大
変

珍
し
い
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
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No.67

広報　

㊨内野々　未
み

来
らい

ちゃん（３歳） 

㊧ 愛
あい

莉
り

ちゃん（７か月） 
　　　　　　　　　   輝北町上百引
いつまでも姉妹仲良く、素直で優し
い女の子に育ってね♥　   （ママより）

大
久
保　

希き

咲さ
き

ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

      

串
良
町
上
小
原

い
つ
ま
で
も
笑
顔
の
似
合
う
女
の
子
で
い
て
く
だ
さ

い
。

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

みんなみんな元気 !元気 !みんな元気 !

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」
　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　大雨や台風襲来時にFMかの
やの放送を通して、防災情報を
市民の皆さんにお伝えしていま
すので、お聴きください。 森　

海み

遥は
る

く
ん
（
９
か
月
）

 　
　

 　
　

  

新
川
町

ヨ
ー
グ
ル
ト
が
大
好
物
で
す
。

対前月比
総　数 104,818 人　 （＋ 65）
男 49,550 人　 （＋ 46）
女 55,268 人　 （＋ 19）
世帯数 44,658 世帯 （＋ 36）

ココ

下名小学校下名小学校下名小学校

至吾平総合支所

至笠之原町

至
肝
付
町

至
永
野
田
町 名主交差点

吾平町下名


